
 

   小学部だより        高知市立高知特別支援学校小学部 

2023．５．11（木） NO．５ ＜運動会号＞  

                                     

生活単元学習「うんどうかいをしよう」では、テント周りの飾りや応援用太鼓などを作ってきました。子どもたちが作った

ものが、運動会に華を添え、盛り上げます。 

 

開 始 ５月 13日（土） ９：00～ （開会式の開始です。） 

終 了 １１：４５頃の予定 （下校は 14：00、スクールバス下校便は１４：10学校発） 

   ※16日（火）に延期の場合、晴雨にかかわらず全校 14：00下校です。 

 

お願い 

※できるだけ体操服で登校をお願いします。（子どもさんによって判断を） 

※お弁当、おしぼり、タオル３枚（汗拭き用・いつもの２枚）、水筒、連絡帳、連絡袋はいつも通りお願いします。（必要に応

じてエプロン等も）・・・12日（金）までに運動会の延期が決まっている場合は、普段の準備とお弁当・水筒がいります。 

※運動会では普段より張り切ってできる子どももいれば、普段と違う環境で緊張してしまい、いつもの力が発揮できない子ど

もたちもいます。その場の様子は違っていても、どの子どもも精一杯頑張っている姿だと思います。私たち教師も、子ども

たちにとって一回、一回の運動会が、今後に向けてのよい経験となっていくようにと願い、取組をしてきました。本年度は

人数制限もありません。声援もＯＫです。みなさんで応援をよろしくお願いします。 

※写真やビデオ撮影等をする場合は安全確保とプライバシー保護にご協力をよろしくお願いします。 

（※次ページからは、小学部に関係する競技内容と競技の予定位置についてのお知らせです。） 

 



会 場 案 内              （運動場北側＜線路側＞） 
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白組児童生徒応援席           赤組児童生徒応援席                            

２A・3年・４C           1年・２B・４A     

                5年・６B               ４B・6A 

            

                     （運動場南側＜校舎側＞） 



 

       

開会式・閉会式 

※開会式では、小学部全員がトラックの外で待機し、そのまま本部席前に向かって横３列で歩き、並びます。「はじめの言葉」

は 6Bが担当します。その後、準備体操などを行います。 

                                    

本   部   席  

  白組    赤組  

               ２A   1年 

3年   ２B 

              ４C   ４A 

                        5年   ４B 

                                                     ６B   6A 

                                  

退場門  

                                                                                                 

                                                                                  

          

                                                 

 

 

 



 

プログラムＮｏ．３ 

 「かけっこ」              本  部  席  

 

                                  主なスタート位置 

                           

 

 

 

 

 

 

  

 

                                        退場門 

  

                       

                             ゴール         

1列目（直線コース）はここからスタートします。 

 

※スタート位置と順番は担任にご確認ください。 

                          

子どもさんの当日の体調や様

子により、スタート位置が変わ

ることがあります。負担がかか

りすぎないよう、見通しをもっ

て走ることができるようにと

思っています。 

少し先からとしています。 
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プログラムＮｏ．６             本 部 席  

「タイフーン！」                      

                               

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          

                                           

                                         

                                                                                                                                                  

                         

 

※順番は担任にご確認ください。                
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応援席前をスタートし、2人～3人で棒を

持ち、１つ目のコーンを回り、2つ目のコ

ーンをUターンしてゴールまで戻り、次の

組にバトンタッチをします。団体競技です。 

 



  プログラムＮｏ．９ 

 「きらり」（全校鳴子踊り） 

                         本 部 席 

 

 

 

 

 

 

 

 き ら   リ  

 

                           

                            先頭 

 

 

退場門 

 

 

 

 

 

小学部は青いバンダナを頭

に着けて、６年生を先頭に、

トラックの内側を自由に楽

しく踊ります。始まりのか

け声は、６A の代表が行い

ます！ 



プログラムＮｏ．１０ 

 「紅白リレー」（小中高） 

本 部 席 

      アンカーのゴール 

                           スタート位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

小学部は赤白２名ずつ（6 年）の代表選手がリレー

をします。 

トラックを１周ずつ走ります。小学部から中学部へ

バトンが渡っていきます。 


